
鬼北町告示第50号
　　　鬼北町認知症高齢者等見守り支援事業補助金交付要綱
　（趣旨）

第１条　この告示は、認知症等により見守りが必要な高齢者等（以下「認知症高齢者等」という。）の安全を確保するとともに、その家族等の身体的及び心理的負担の軽減を図るため、高齢者等の見守り機能を有する機器（以下「見守り機器」という。）を購入した者に対し、予算の範囲内で交付する鬼北町認知症高齢者等見守り支援事業補助金の交付に関し、鬼北町補助金交付規則（平成17年規則第57号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。

　（補助対象者）

第２条　補助金の交付の対象となる者は、本町に住所を有し、認知症高齢者等を介護する者又はこれに準ずる者として町長が特に認める者とする。
　（補助対象経費等）

第３条　補助対象経費は、次に掲げる初期費用とし、月々の使用料及び探索に係る費用等は利用者の負担とする。
　(1)　見守り機器（付属品を含む）の購入代金
　(2)　加入手数料又は登録手数料
　(3)　設置費用
２　補助対象経費の基準額及び補助率は、別表に定めるとおりとする。
３　認知症高齢者等１人につき１回とし、見守り機器の破損及び紛失等による再購入費用は、補助対象としないものとする。
　（補助金の交付申請）
第４条　補助金の交付を受けようとする者は、見守り機器を購入した日の属する年度の末日までに、鬼北町認知症高齢者等見守り支援事業補助金交付申請書兼請求書（様式１号）に次の書類を添えて町長に提出しなければならない。
　(1)　購入した見守り機器のパンフレット等
　(2)　購入した見守り機器に係る領収書（内容が分かる内訳書等を含む。）
　（補助金の交付決定）

第５条　町長は、前条の規定による申請書を受理したときは、その内容を審査し、適当と認めるときは、鬼北町認知症高齢者等見守り支援事業補助金交付（不交付）決定通知書（様式第２号）により申請者に通知するものとする。
（補助金の返還等）

第６条　町長は、次の各号に該当する場合は、補助金の交付決定を取り消し、又は既に交付した補助金の全額若しくは一部の返還を命ずることができる。
　(1)　この告示に違反したとき。
　(2)　補助金の交付の条件に違反したとき。
　(3)　前２号に掲げるもののほか、補助事業の実施について、不正の行為があると認められるとき。
（その他）
第７条　この告示に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、町長が別に定める。
　　　附　則
この告示は、令和６年４月１日から施行する。
別表（第３条関係）
	補助対象経費
	基準額
	補助率
	備考

	見守り機器
	上限額　
30,000円
	90％
＊上限額
27,000円
	・GPS機能付き携帯、靴、お守り
・徘徊感知センサー
・見守り機能付き家電
・見守り機能付きカメラ、プラグ


